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元鳥取県国際交流員「のの」さん 

からお便りが届きました♫ 

 

皆様 サェンバェノー  

元鳥取県国際交流員のサンジドルジ・ 

ムンフジャルガル(通称のの)です。 

2018年１月に静岡県伊豆の国市役所協働 

まちづくり課で国際交流員として再任用さ 

れ、今年7月に５年間の任期が終わり帰国 

することとなりました。 
 

鳥取での経験を活かし再び国際交流員とし

て市民レベルで身近に交流することが出来

て、とてもよかったです。ニュースやテレビ

番組で鳥取県が取り上げられると目が行き、

鳥取での思い出を思い浮かべます。 
 

一期一会を胸に皆様と母国モンゴルで再び

お会いできるのを楽しみにしています。 

 

 

 

 

ムンフジャルガルさんは、３人目のモンゴルからの国際 

交流員でした。彼女の愛称は幼い時お父さんがつけてくれ 

た「のの」ということで、多くの方に「ののちゃん」と親 

しみを込めて呼ばれていました。 

 

  ＜鳥取在任中に協力いただいた主な事業＞ 

・堆肥化施設の運営を開始 

・日本語学級開設 

・モンゴル中央県児童・生徒日本語体験事業実施 

・モンゴル民族音楽演奏会実施 

・モンゴル友好交流の翼派遣 

 

  大学を出たての若者が、翻訳、通訳、連絡調整などの業 

務を、笑顔いっぱいに取り組む姿は、とても素敵でした。 

鳥取から帰国した後は、在モンゴル日本大使館の領事部に  

就職。親善協会と大使館とのパイプ役という貴重な働きを 

していただいたことに感謝しています。 

  ののちゃん、次はモンゴルで会いましょう。 

    （高塚 記） 

 

 
東京パラリンピックの時にはモンゴル 

チームのサポートで10日間選手村にいま 

した。選手村ビレッジプラザで「智頭町」

と書かれた柱を発見！嬉しくて思わず写真

を撮りました。 
 

（選手村ビレッジプラザはSDGsを踏まえ 
公募によって全国63の自治体から無償 
提供を受けた木材を使用して建設、大会 
後には解体し、提供元の自治体に返却。） 

 

 

 


